
に
し
て
完
全
な
聚
成
陳
列
を
比
べ
た
な
ら
ば
殆
ざ
云
ふ
に

は
足
ら
な
い
が
。
私
は
我
が
京
都
趨
勢
大
剛
の
考
古
學
標

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ
ク
シ
ヨ
ン

脳
室
の
挨
及
古
物
の
聚
集
が
、
前
に
は
埃
及
濫
掘
財
團

の
好
意
に
よ
り
、
今
ま
又
た
べ
ト
ジ
ー
敷
授
の
英
國
埃
及

考
古
學
會
の
逡
品
に
よ
っ
て
、
確
に
日
本
に
於
い
て
最
大

な
る
も
の
ご
な
っ
た
こ
ご
を
誇
負
し
得
る
の
を
喜
ぶ
ざ
共

に
、
夏
に
年
を
纒
て
一
暦
の
増
加
を
來
た
し
此
の
世
界
に

於
け
る
最
古
の
文
朋
の
産
物
が
、
よ
り
適
切
に
我
郵
に
紹

介
せ
ら
れ
、
文
化
に
謝
す
る
見
解
を
沸
く
す
る
ご
共
に
、

最
も
組
織
立
て
ら
れ
た
埃
及
考
古
學
の
研
究
が
我
國
の
考

古
學
の
研
究
に
間
接
の
刺
戟
を
與
ふ
る
こ
ご
愈
々
大
な
ら

ん
こ
ご
を
希
望
し
て
已
ま
な
い
。
而
し
て
之
に
向
っ
て
深

甚
な
る
同
情
を
表
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
ペ
ト
ソ
i
先
生
に
封

し
て
改
め
て
厚
く
戚
謝
の
意
を
表
し
度
い
ご
思
ふ
。

支
那
の
記
録
に
見
え
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

猪
肉
食
用
禁
制

文
學
博
士
　
桑
　
原

階
　
　
藏

　
支
那
人
は
古
意
猪
肉
1
…
軍
に
猪
こ
い
へ
ば
、
支
那
で

は
球
ご
同
山
で
あ
る
一
の
愛
用
者
ご
し
て
知
ら
れ
て
居

る
。
太
牢
こ
い
へ
ば
牛
直
家
、
少
牢
ご
い
へ
ば
実
家
を
指

す
。
遠
き
古
代
か
ら
祭
飛
に
も
燕
饗
に
も
、
殆
ご
猪
肉
は

必
須
の
材
料
ご
認
め
ら
れ
淀
。
又
そ
の
調
理
法
も
早
く
登

　
　
　
第
二
巷
　
雑
纂
　
京
都
帝
國
大
単
新
著
の
埃
及
古
物

達
し
て
居
る
。
此
等
の
纂
實
に
關
す
る
経
傳
の
記
纂
繁
く

し
て
一
々
引
用
す
る
に
勝
へ
諏
。
こ
の
慣
習
は
後
世
に
至

っ
て
も
墾
化
が
な
い
。
否
】
履
物
甚
し
く
な
っ
た
標
に
思

ふ
、
今
口
支
那
で
肉
ご
い
へ
ば
一
般
に
猪
肉
を
指
し
、
屠

戸
こ
い
．
へ
ば
主
ご
し
て
宰
狢
的
を
指
す
程
で
あ
る
（
醐
、
ρ
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
「
跳
　
　
　
＝
二
一
　
（
コ
一
＝
）



サ

　
　
　
第
入
巻
　
　
維
　
纂

日
払
ゐ
。
。
Ω
き
戸
2
0
●
や
接
津
」
c
ヨ
誇
州
♂
Ω
一
瓢
；
あ
？
一
メ
、
嚢
ジ
・

℃
．
o
い
い
）
o
之
に
反
し
て
イ
ス
ラ
ム
並
等
は
絶
蜀
に
猪
肉
を

食
用
せ
ぬ
○
彼
等
の
聖
典
コ
ー
ラ
ン
に
は
、
猪
肉
薦
禁
を

明
記
し
て
あ
る
（
囲
含
σ
q
ぎ
㏄
、
じ
一
畠
。
舜
受
無
匿
録
ρ
．
や

α
い
ω
〉
從
っ
て
西
暦
七
…
世
紀
の
孚
頃
以
猿
、
支
那
入
が
次
第

に
イ
ス
ラ
ム
激
徒
ご
鰯
接
す
る
機
會
が
多
き
を
螂
へ
る
ご

共
に
、
彼
等
は
早
く
こ
の
異
敷
島
の
特
習
に
二
輪
を
彿
ひ

し
筈
ご
想
像
さ
る
、
に
、
唐
宋
時
代
の
正
史
に
、
　
一
切
こ

の
風
習
を
記
載
せ
澱
の
は
、
一
の
不
思
議
ε
も
い
へ
る
。

　
支
那
の
記
録
の
中
で
冒
ス
ラ
ム
法
堂
の
猪
肉
禁
鋼
の
風

習
を
傳
へ
た
の
は
、
恐
ら
く
唐
の
杜
環
（
匪
杜
選
）
の
『
細

行
記
』
（
唐
の
杜
佑
の
『
通
典
』
窓
百
九
十
三
の
大
秦
國
の
條

に
所
引
）
に

　
　
　
　
　
　
ぽ

　
大
食
法
者
。
…
…
不
ノ
食
二
戸
、
狗
、
騙
馬
簿
肉
“

ご
あ
る
の
が
最
初
で
あ
ら
う
。
イ
ス
ラ
ム
巌
徒
は
狗
を
不

潔
獣
ご
認
め
、
寓
k
o
量
（
狗
の
一
種
）
及
び
櫨
馬
．
、
螺
馬
等

の
肉
は
、
並
肉
ご
同
様
に
食
用
を
禁
止
す
る
こ
ご
、
誠
に
解

止
郷
諺
簸
に
見
え
負
る
イ
ス
ラ
ム
藪
琵
の
摺
肉
鉾
駕
禁
潟

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
躍
　
　
　
一
三
二
　
（
コ
鯉
口
）

環
の
記
事
の
逼
り
で
あ
る
（
；
喧
】
。
♂
日
ぼ
α
・
q
●
乱
○
）
こ

の
杜
環
は
玄
宗
の
天
二
十
載
（
再
暦
仁
五
一
）
に
、
唐
ご
大

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ラ
　
ス

食
ご
の
問
に
起
っ
た
二
黒
斯
爵
婆
N
の
戦
役
に
從
平
し
た

が
、
不
幸
戦
号
し
て
大
食
に
捕
虜
こ
な
る
こ
ご
十
年
除
に

及
ん
だ
。
彼
は
諸
宗
の
寳
慮
の
初
年
（
西
暦
七
六
二
）
に
、

海
路
贋
州
に
蹄
り
、
そ
の
見
開
し
た
所
を
記
し
て
『
経
行

記
』
を
作
っ
た
ヲ
通
典
』
懇
百
九
十
一
墾
着
）
◎
こ
の
『
経

回
記
』
は
そ
の
数
笛
が
『
通
典
』
中
に
股
溢
せ
ら
る
、
の
み

で
、
本
書
は
世
に
傳
ら
漁
。

　
北
曲
淵
の
無
残
の
『
薄
愚
考
談
』
懇
切
に
、
芸
州
の
蕃
坊

（
畦
外
人
居
留
地
）
に
在
住
す
る
蕃
茄
の
食
事
に
就
い
て
、

　
至
ソ
今
蕃
人
、
艦
不
ゾ
食
気
薄
肉
一
頭
己
．
、
…
・
・
至
レ
今
蕃

　
人
非
三
手
双
二
山
ハ
畜
一
則
不
ソ
食
Q

ε
記
し
て
あ
る
。
こ
は
當
時
蕃
坊
在
住
の
外
商
の
多
数
が

イ
ス
ラ
ム
敷
徒
た
る
こ
ご
を
明
示
す
る
属
詮
見
の
謹
糠
ご
思

ふ
。
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
は
猪
肉
を
始
め
、
そ
の
他
の
所
謂
不

潔
獣
肉
の
食
用
を
嚴
禁
ず
る
外
、
不
潔
な
ら
ざ
る
獣
肉
で



も
、
教
規
の
作
法
に
循
っ
て
屡
殺
し
た
も
の
で
な
け
ね
ば

食
用
を
許
さ
ぬ
（
笛
茜
竃
ω
v
転
9
も
二
ω
o
）
。
故
に
彼
等

は
一
般
に
異
読
響
の
屠
殺
し
た
肉
類
を
食
膳
に
上
す
こ
ご

を
躊
躇
す
る
。
殊
に
猪
肉
の
愛
用
者
ご
し
て
知
ら
る
、
支

那
人
の
間
に
在
住
す
る
彼
等
は
、
一
層
こ
の
用
意
嚴
重
な

る
べ
き
は
言
を
須
ひ
ぬ
。
（
｝
ぐ
0
9
巳
】
巴
ポ
H
乙
舞
ρ
津
Ω
旨
戸
9
・

や
8
α
）

　
元
明
時
代
の
記
録
は
藏
に
一
々
紹
介
す
る
こ
ご
を
見
合

す
が
、
た
や
元
初
の
周
密
の
『
癸
辛
雑
識
』
績
船
下
に
あ
る

　
至
元
謹
話
（
冊
年
三
西
暦
一
二
九
三
）
十
二
月
内
。
村
落

　
欄
忽
偽
傳
。
官
司
不
レ
許
μ
養
レ
猪
。
於
ソ
是
所
γ
有
。
悉
屠

　
而
僖
レ
之
G
其
償
極
廉
。
不
〆
知
二
何
鮮
一
也
。

ご
い
ふ
記
｛
畢
が
注
意
に
．
越
す
る
。
轡
田
時
元
の
朝
廷
で
は
色

目
入
だ
る
イ
ス
ラ
ム
敏
徒
が
全
盛
を
極
め
た
か
ら
、
白
H
陥
然

か
、
る
風
説
も
起
つ
だ
こ
ご
、
思
ふ
。
こ
は
一
時
の
説
傳

で
あ
っ
た
が
、
明
の
武
宗
時
代
に
は
事
謹
上
、
猪
の
飼
養

ご
食
用
ご
を
属
蔵
し
た
。

　
　
　
第
入
曽
　
　
雑
　
纂

支
那
記
瞭
に
見
．
兀
六
る
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
の
務
肉
食
用
禁
制

　
清
の
傳
維
麟
の
『
明
書
』
懇
十
二
の
武
宗
本
紀
正
徳
十
四

年
（
愛
息
一
五
∵
九
）
の
條
に
、

　
九
月
、
上
次
二
保
定
↓
（
直
隷
省
保
定
道
清
苑
縣
）
。
禁
二
民

　
獣
畜
　
レ
蜷
。
著
爲
閣
令
。

ご
記
し
、
『
町
明
實
録
』
の
武
宗
實
録
憲
百
入
十
一
に
、

　
上
巡
幸
所
〆
至
。
禁
二
民
間
畜
ジ
猪
。
遠
近
屠
殺
殆
霊
。
田

　
家
有
レ
産
者
。
悉
投
二
諸
水
㌔

ビ
記
し
て
あ
る
。
就
中
こ
の
事
件
に
貢
し
て
は
、
朋
末
の

沈
徳
符
の
『
野
無
慮
』
懇
一
に
載
せ
て
あ
る
、
正
徳
十
四
年

胃
の
十
二
月
に
南
京
で
二
布
し
た
、
左
の
注
意
す
べ
き
禁
命

を
引
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・

　
兵
部
左
侍
郎
王
〔
理
〕
。
抄
二
奉
欽
差
総
督
軍
務
。
威
武

　
大
器
軍
。
総
兵
官
。
後
軍
都
督
府
。
太
師
事
國
公
朱
〔
壽
〕

　
釣
帖
　
。
緑
風
Q
養
γ
家
宰
レ
猪
。
圃
尋
常
通
事
◎
租
當
欝
畠

　
本
命
Q
叉
姓
宇
異
音
同
。
況
食
ソ
之
随
生
二
瘡
疾
一
。
深
爲
レ

　
未
F
便
◎
翼
長
此
省
二
論
地
方
一
。
除
二
牛
羊
等
不
ツ
禁
外
。
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
シ
ナ
ビ
　
ウ
リ
カ
ピ
　
コ
ロ
シ
タ
ベ
ル
　
　
モ
　
シ
　
コ
レ
ナ
ラ
ニ

　
讐
二
三
牲
一
。
不
レ
許
二
機
養
、
易
壷
、
撃
殺
℃
如
若
故

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
三
三
　
（
一
三
三
）



　
　
　
第
八
巻
∵
・
維
纂

　
　
　
　
　
ソ
ノ
ミ
あ
ソ
チ
ノ
ツ
マ
コ

　
違
Q
採
寸
並
黒
房
家
子
。
毅
馬
繋
邊
…
。
永
遠
充
μ
軍
。

こ
、
に
謂
ふ
威
武
大
憲
軍
、
太
師
鎮
國
公
園
〔
壽
〕
ε
は
武

宗
自
身
の
假
総
で
あ
る
（
朋
の
陳
建
の
『
、
著
明
蓮
紀
』
正
徳

十
三
年
の
條
墾
看
）
。
古
今
の
大
馬
鹿
者
た
る
武
宗
は
、
好

ん
で
か
、
る
假
聡
を
使
用
し
た
Q

　
明
の
陳
建
は
こ
の
墨
黒
登
布
の
動
機
を
佛
法
崇
奉
の
故

ご
解
卜
し
て
居
る
が
、
か
く
て
は
特
に
猪
の
み
に
限
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ブ

理
由
を
十
分
説
明
出
家
ぬ
。
清
の
前
正
愛
は
，
そ
の
『
癸

己
存
稿
』
憲
八
の
正
徳
禁
殺
猪
の
條
に
、
之
を

　
武
宗
…
…
豹
房
實
多
二
回
入
…
…
…
導
入
慰
二
重
之
M
。
託
二

　
之
國
姓
朱
。
武
宗
埴
生
㌔
赦
有
二
手
釣
帖
一
。

と
解
騨
し
て
居
る
。
豹
房
と
は
武
宗
が
禁
裡
に
籾
建
し
陀

寺
院
で
、
實
は
武
宗
游
幸
の
激
樂
場
に
外
な
ら
澱
（
『
朗
史
』

憲
三
三
七
の
銭
寧
傳
、
江
彬
傳
墾
着
）
。
武
宗
は
幾
多
の
回

人
を
親
任
し
た
の
み
で
な
く
、
そ
の
後
宮
に
も
回
人
出
身

の
寵
婁
勘
く
な
い
。
（
『
野
獲
編
』
懇
三
及
び
清
の
臭
夢
蘭

の
『
全
宮
詞
』
巻
二
十
参
看
）
。
さ
れ
ば
武
宗
は
此
等
内
灘

支
那
記
簸
に
見
え
糞
ろ
イ
ス
ラ
ム
世
路
徒
の
蒋
肉
食
用
襲
鰐

　
　
　
　
　
　
第
　
｝
號
　
　
　
…
三
囚
　
（
「
三
四
）

外
寵
の
回
入
の
懇
請
に
よ
り
、
若
し
く
ば
そ
の
戚
化
を
受

け
、
図
敷
へ
紅
イ
ス
ラ
ム
敷
）
の
主
義
に
よ
っ
て
、
猪
肉
を

禁
制
し
た
も
の
ご
解
醸
す
べ
き
で
、
禽
正
愛
の
所
見
は
尤

も
安
管
団
ご
思
ふ
。
武
宗
は
弘
治
四
年
（
黒
黒
一
四
九
エ
ハ
）
辛

亥
の
誕
生
で
，
本
命
は
猪
（
削
亥
）
に
當
る
ご
い
ひ
、
又
猪

の
宇
膏
は
朋
の
國
姓
た
る
朱
－
1
猪
も
朱
も
今
日
の
北
京

暑
で
は
等
し
く
Ω
旨
で
あ
る
1
1
ご
同
一
で
あ
る
か
ら

遠
慮
す
べ
し
ご
い
ふ
の
は
、
猪
肉
を
禁
止
せ
ん
爲
め
の
ロ

實
に
過
ぎ
ぬ
。
武
宗
の
本
命
國
姓
ご
猪
ご
の
醐
係
は
、
初

よ
り
明
白
な
る
事
實
で
、
濁
し
も
正
徳
十
四
年
を
待
つ
を

要
せ
訟
筈
で
あ
る
。
（
＋
二
月
八
日
稿
）


